
これは、皆さんもよくご存じのマイケル・ジャクソンさんの言葉です。私も読書は好きな方で、小
さい頃からいろいろな本を読んでは、物語の世界に思いを馳せていました。また、私が科学を好きに
なったのも、小学校の頃に読んでいた、「科学」（今はもうありませんが・・）という雑誌の影響です。
「本は心の栄養です」ということで、１０月２７日から１１月９日まで読書週間でした。それに因ん
で、少し読書について日頃より思っていることを書いてみました。
人は、外の世界と関わりを持ち学ぶことではじめて人間になると言われています。乳幼児期の親と

の密接な関わりから始まって、小・中学校と進むに従って体験の量や質も飛躍的に増え、自己の形成
をしていきます。しかし、一人の人間が生活する範囲は限定的で、出会う人も限られています。人が
自分の周りの狭い世界に留まる限り、成長にも限界があるのは当然のことでしょう。この限定的な世
界を広げ、新たな世界への扉を開いてくれるのが、マイケル・ジャクソンさんの言葉の通り読書です。
例えば、小説では、主人公の生き方や考え方に触れることで、共感や反発を覚えながら勇気や希望を
与えてくれることもあるでしょう。「ハリーポッター」のようなＳＦやファンタジーでは、時間や空
間を超え空想の世界に遊び胸ときめかすような体験を、歴史の本では、人々の生活や価値観の変遷、
民族の攻防などを、知ることができ、そこから現在の国の在り方などにも視野を広げることも可能だ
と思います。他にも様々なジャンルの本がありますが、手にとってページを括ってみると本の世界に
は限りない広がりとロマンがあることが分かると思います。
人類の進歩は本と共にあり、個人の成長も読書によるところが大きいと私は感じます。このように、

読書は時間と空間を超えた体験と豊かな知識を身に付けたり、他者との対話によって多様な考え方を
深め、自分を客観視したりできる素晴らしい営みです。「灯火親しむべし」と言います。もう秋は過
ぎてしまったようですが、ぜひ、この時期に本を手にとってご家族で読書に親しんでみてはいかがで
しょうか。

１１月１６日（金）、下野市長様、下野市教育委員会教育長様より、６年生７２名にメダルと表彰
状が贈られました。表彰式当日は、６年生の保護者の皆様はもちろん、日頃からお世話になっている
学校運営協議会委員をはじめ地域の方々も子どもたちを温かく見守ってくださいました。表彰状には、
「明朗賞」「健康賞」「努力賞」「体育賞」「親切賞」「学芸賞」「友情賞」があり、６学年担任が毎日と
もに学校生活を送る中から気づいた、一人一人の個性や良いところなどをもとに、児童への思いをた
くさん込めて選びました。児童みんな、厳粛な面持ちでメダルと表彰状を受け取っていました。この
メダルを胸に、大きく成長して欲しいと願っています。

古山小学校は今年度、県の優良学校に選ばれました。１０月１９日
に、県公館にて表彰式が行われ、そこに参列して参りました。
今回の受賞は、本校の学習指導に対してのものです。先生方のこれま

での指導と、児童の学びの双方の成果に対しての評価で、とても素晴ら
しいものです。こんな素晴らしい学校に赴任できてとても光栄に思いま
す。これからも、より一層古山小学校が輝き、素晴らしい歴史を刻み続
けることができるよう、職員一同力を合わせていきます。
今後とも応援よろしくお願いします。
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校長室通信「かんがえるあし」

『僕は読書が大好きだ。もっと多くの人に本を読むようアドバイスしたい。本の中には、まった
く新しい世界が広がっているんだよ。旅行に行く余裕がなくても、本を読めば心の中で旅するこ
とができる。本の世界では、何でも見たいものをみて、どこでも行きたいところに行ける。』
I love to read. I wish I could advise more people to read. There’s a whole new world in books. If you can’t
afford to travel, you travel mentally through reading. You can see anything and go any place you want to in
reading.



１０月１７日（水）・１８日（木）の１泊２日で、６年生が修学旅行に行ってきました。今年度は、
荒天続きだったので天候が心配されましたが、予想に反して良い天気に恵まれ、有意義で思い出に残
る楽しい修学旅行になりました。１日目は、鎌倉市内を班別で事前に計画したコースを散策しました。
小町通りでおみやげを買い、鶴岡八幡宮で鎌倉の歴史に触れ、その他様々な文化財や歴史的建造物を
見学しました。大仏前で集合した後、バスで横浜に向かい中華街で夕食を摂りました。２日目は、横
浜の街を班別にガイドさんとともに探索しました。気持ちの良い海風に吹かれながら、近代的な景観
と歴史的な建物とが融合した美しい横浜港、中華街をはじめとした横浜の街並みを堪能することがで
きました。その後赤レンガ倉庫で昼食を摂りシーバスで横浜駅に向かい、帰路につきました。
２日間、６年生児童一人一人がめあてに沿って行動し、ルールやマナーを守って行動できました。

友だちと協力し合い充実した修学旅行にしようと頑張っている姿が随所に見られ、さすが古山小の子
だと感心したものです。帰りの電車の中でも最後まで元気いっぱいの子どもたちでした。お家に帰っ
てから、たくさんのお土産とお土産話に花が咲いたことでしょう。

１１月３日（土）、平成最後の「古山小祭」が開催されました。私にとっては初めての古山小祭で
す。どんな学校祭になるのかとても楽しみでした。子どもたちの練習している声や、ＰＴＡの方々の
準備の様子に当日が近づくにつれ、子どものようにわくわくしていました。学校祭当日の土曜日はと
ても良い天気で、まさに学校祭日和でした。さて、本番は天気のように明るい雰囲気で始まりました。
最初は１年生です。とても可愛らしい演技（音読劇）でご来場下さったたくさんの方々も微笑んで参
観してくださいました。どの学年もみんな素敵な発表で時間の経つのも忘れてしまうほどでした。各
学年の作品も見応え充分でした。合唱部、吹奏楽部の演奏も学校祭を盛り上げてくれました。
ＰＴＡによる模擬店、バザー、さくら・ひまわりショップの売り上げも好調で大盛況のうちに学校

祭は終了しました。ＰＴＡの皆様、地域の皆様そして関係する全ての皆様に心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。
来年は、いよいよ本校創立５０周年記念の学校祭となります。より一層の応援とご協力よろしくお

願いします。
１年：
大きなかぶ

２年：
どうぶつ園の
じゅうい

３年：
もうすぐ雨に

４年：
世界がひとつ
になるまで

Pepper プログ
ラミング
サミングメド
レー

５年：君をのせて ゴジラのテーマ
６年：大空賛歌 世界の約束 世界から知ろう！日本の心 I like my town マット運動

※ 児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。

学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/
こちらからもご覧になれます

 




